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３６．イソプレン 

３６． イソプレン 

別 名：ペンタジエン、2-メチル-1,3-ブタジエン 

管 理 番 号：36 

PRTR 政令番号：1-054 （化管法施行令（2021 年 10 月 20 日公布）の政令番号） 

CAS 登録番号：78-79-5 

構 造 式： 

 

性 状：無色透明の液体 水にやや溶ける（水溶解度 10 mg/L～10,000 mg/L（10 g/L）） 

揮発性物質 

 

・イソプレンは、ほとんどが合成ゴムの原料に使われています。また、たばこの煙に含まれる

他、植物からの放出もあります。 

・2022 年度の PRTR データでは、環境中への排出量は約 280 トンでした。主にたばこの煙に

含まれて家庭をはじめとする喫煙場所から排出されたもので、室内空気中や大気中へ排出さ

れました。 

■用途 
工業用としてつくられたイソプレンは、重合する性質を利用して、ほとんどがポリイソプレン

ゴムやブチルゴムの原料として使われています。ポリイソプレンゴムは強く弾力性に富むために

自動車用タイヤに使われ、ブチルゴムはゴムから気体が通過しにくい性質があるのでチューブな

どに使われます。 

イソプレンは、炭素と水素が結びついた炭化水素で、人の呼吸からも吐き出されます。イソプ

レンを構成単位とする化合物、テルペン類は天然にも広く存在しています。テルペン類化合物は、

森林浴などで話題になるフィトンチッドなどの木の香り成分に多く含まれており、植物によるイ

ソプレンの放出量は、全世界で 15,000 万トンと推定されています。 

なお、イソプレンはたばこの煙の中にも含まれています。 

■排出・移動 
2022 年度の PRTR データによれば、わが国では 1 年間に約 280 トンが環境中へ排出されたと

見積もられています。主にたばこの煙に含まれて家庭をはじめとする喫煙場所から排出されたも

ので（※）、室内空気中や大気中へ排出されました。都道府県別では、排出量が多かった地域は東

京都や神奈川県などのさまざまな地域でした。 
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また、化学工業などの事業所から、下水道や廃棄物に約 32 トンが移動されました。 

※ 喫煙に伴う「たばこの煙」に含まれる対象化学物質は主に副流煙として環境中に排出されると

考えられています。喫煙を行う場所は事業所や家庭などさまざまですが、PRTR の集計上はす

べて「家庭」からの排出とみなすこととなっています。 

■環境中での動き 

大気中に排出されたイソプレンは、OH ラジカル、オゾン、硝酸ラジカルにより分解され、それ

ぞれ 2～4 時間、20 時間、7～70 分で半分の濃度になると算出されています（反応速度定数の測

定値を用いて推算）1)。水中に排出された場合の、国の化学物質安全性点検による分解度試験では、

微生物分解はされにくいことが報告されています 2)。また、加水分解されにくいことが報告され

ています 1)。 

■PRTR 対象物質選定の根拠（有害性） 
発がん性 イソプレンは、国際がん研究機関（IARC）によりグループ 2B（人に対して発がん性が

あるかもしれない）に分類されています 3)。 

変異原性 イソプレンは、マウス末梢血赤血球の小核試験などの変異原性に関する in vivo 試験で

陽性を示したとの報告があります 4)。また、GHS 分類結果における生殖細胞変異原性は区分 2 に

分類されています 4)。 

生態毒性 イソプレンは、甲殻類等（ミジンコ類）の繁殖阻害に基づく 21 日間 NOEC（無影響濃

度）が 0.40 mg/L、遊泳阻害に基づく 48 時間 EC50（半数影響濃度）が 3.2 mg/L と算出されていま

す 5)。（甲殻類等 NOEC は後述「生態（有害性・リスク評価）」示すデータとは異なります。） 

■人健康 

有害性評価 マウスに 26 週間、70 ppm のイソプレンを含む空気を呼吸によって取り込ませた実

験では、脊髄の変性が認められました 1)。この実験結果から求められる呼吸によって取り込んだ

場合の LOAEL（最小毒性量）は 70 ppm でした 1)。（この試験結果は、後述「リスク評価」の根拠

となっています。） 

体内への吸収と排出 人がイソプレンを体内に取り込む可能性があるのは、食物や呼吸、飲み水

などによると考えられます。また、人の体内では、コレステロール生合成の前駆体であるメバロ

ン酸からもイソプレンが生成されるため、もともと血中や呼気の中にイソプレンは存在していま

す 1)。体内に取り込まれた場合は、呼気とともに吐き出されるなどにより、体外に排せつされると

考えられます 1)。 

なお、マウスにイソプレンを鼻から取り込ませた実験によると、代謝物に変化し、投与後 64 時

間以内に尿（約 50～70 %）に含まれて排せつされたことが報告されています 1)。 

リスク評価 呼吸によってイソプレンを取り込んだ場合について、（独）製品評価技術基盤機構及
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び（一財）化学物質評価研究機構の「化学物質の初期リスク評価書」では、「有害性評価」に示し

たマウスの LOAEL（70 ppm）及び推定一日摂取量を用いてリスク評価した結果、リスク評価を行

った時点では、人の健康へ悪影響を及ぼすことはないと判断しています 1)。ただし、遺伝毒性に関

して陽性を示したデータがあること、また呼吸によって取り込んだ場合の発がん性試験において

実験動物での発がん性が認められていることから、リスク評価を行った時点では、詳細なリスク

評価が必要な候補物質であると報告しています 1)。 

なお、イソプレンは化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律（化審法）の 2011(平成 23)

年 4 月 1 日告示で人健康影響における優先評価化学物質に指定されています。 

■生態（有害性・リスク評価） 
環境省の「化学物質の環境リスク初期評価（2002 年）」では、魚類（ブルーギル）の 96 時間 LC50

（半数致死濃度）が 42.54 mg/L であることを根拠とし、水生生物に対する PNEC（予測無影響濃

度）を 0.043 mg/L と算定しています 6)。また、公共用水域の淡水及び海水の測定データに基づき、

PEC（予測環境中濃度）を淡水域で 0.0005 mg/L 未満（＜0.5 µg/L）程度、海水域で 0.001 mg/L 未

満（＜1 µg/L）程度と算出しています 6)。 

PEC（予測環境中濃度）と PNEC の比（PEC/PNEC）は、淡水域で 0.01 未満、海水域で 0.02 未

満であり、リスク評価を行った時点では情報収集を行う必要はない（PEC/PNEC＜0.1）と報告し

ています 6)。 

生産量等 国内生産量（2022 年）：約 120,000 トン 7) 
排出・移動量 
(2022 年度 PRTR
データ) 

環境排出量：約 280 ト
ン 
（届出・届出外排出量

の集計結果） 
※1：都道府県別構成比は

上位 5 都道府県を示す。 

排出源の内訳（％） 都道府県別構成比（％）※1 
事業所（届出） 6 東京都 12 
事業所（届出外） 6 神奈川県 9 
非対象業種 － 茨城県 9 
家庭 89 大阪府 7 
移動体 － 愛知県 5 

事業所（届出）における 
排出量：約 16 トン 

排出先の内訳（％） 
大気 99 土壌 － 
公共用水域 1 埋立 － 

業種別構成比（上位 5 業種、％） 
化学工業 99 
プラスチック製品製造業 1 
石油製品・石炭製品製造業 <0.5 
－ － 
－ － 

事業所（届出）における 
移動量：約 32 トン 

移動先の内訳（％） 
下水道への移動 54 廃棄物への移動 46 

業種別構成比（上位 5 業種、％） 
化学工業 100 
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食料品製造業 <0.5 
－ － 
－ － 
－ － 

PRTR 対象物質選定（2021 年 10 月改正政令）の根拠（以下の欄に「○」または根拠を記載） 

 有害性 発がん性，変異原性，生態毒性（甲殻類等） 
排出量等 
(2014 ～ 2017
の平均) 

PRTR 排出量 PRTR 移動量 推計排出量 または 製造・輸入数量 

○   

環境モニタリ

ング結果 
(2008～2017) 

複数地域検出※2 ※2：「御利用にあたって」に記載の該当調査で 2008～2017 年の 

期間に複数地域で検出された場合に選定根拠とします。 ○ 

環境保全施策 
上必要な物質 
（法令等） 

化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律（化審法）（人健康影響）の優先

評価化学物質（通し番号 5） 

環境データ※3 
（～2024.3 公表 
時点の最新） 

大気 

・有害大気汚染物質モニタリング調査結果（一般環境）：測定地点数 3 地点，検体

数 36 検体，最大濃度 0.0022 mg/m3（=2.2 µg/m3）；[2022 年度，環境省] 

・化学物質環境実態調査：検出数 15 / 15 検体（5 / 5 地点），最大濃度 0.0013 mg/m3

（=1,300 ng/m3）（検出下限値 0.000012mg/m3（=12 ng/m3））；[2003 年度，環境省] 

公共用水域 

・水環境中の要調査項目等存在状況調査：検出数 2 / 76 地点，最大値 0.00002 mg/L

（=0.02 µg/L)（検出下限値 0.00001 mg/L（=0.01 µg/L））；[2000 年度，環境省] 

・化学物質環境実態調査：検出数 0 / 42 検体，14 地点（検出下限値 0.0001 mg/L

（=0.1 µg/L））；[2002 年度，環境省] 

地下水 

・水環境中の要調査項目等存在状況調査：検出数 2 / 15 地点，最大値 0.00003 mg/L 

（=0.03 µg/L））（検出下限値 0.00001 mg/L（=0.01 µg/L））；[2000 年度，環境省] 

底質 

・水環境中の要調査項目等存在状況調査：検出数 0 / 24 地点（検出下限値 1 mg/ 

kg（乾））；【2002 年度，環境省】 

・化学物質環境実態調査：検体数 0 / 42 検体，14 地点（検出下限値 0.010 mg/kg

（乾））；[2002 年度，環境省] 
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適用法令等 

（2024 年 3 月時

点） 

・化学物質排出把握管理促進法（化管法）：第一種指定化学物質 

・化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律（化審法）：優先評価化学物質

（人健康影響） 

・大気汚染防止法：揮発性有機化合物（VOC）として測定される可能性がある物

質 

・海洋汚染防止法：有害液体物質 Y 類 

・日本産業衛生学会：許容濃度 8.4 mg/m3（3 ppm） 

・GHS 分類結果 4)※4 

 
 

 
 

  

※3：環境データについては、PRTR 選定根拠に用いたデータと必ずしも一致しないことがあります。詳細は、「御

利用にあたって」をご確認ください。 
※4：2017 年までの GHS 分類結果は、対象物質選定根拠のひとつとして考慮されますが、必ずしも化管法対象物

質の選定根拠になっていないことがあります。（該当する危険有害性についてピクトグラムを示します） 

■ 引用・参考文献 

1）（独）製品評価技術基盤機構・（財）化学物質評価研究機構「化学物質の初期リスク評価書 Ver.1.0」
（（独）新エネルギー・産業技術総合開発機構 委託事業、2005 年公表） 
https://www.chem-
info.nite.go.jp/chem/chrip/chrip_search/dt/pdf/CI_02_001/risk/pdf_hyoukasyo/028riskdoc.pdf 

2）経済産業省「化学物質安全性点検結果等（分解性・蓄積性）」 
https://www.nite.go.jp/chem/jcheck/detail.action?cno=78-79-5&mno=2-0020&request_locale=ja 

3）IARC 「IARC MONOGRAHS ON THE EVALUATION OF CARCINOGENIC RISK TO HUMANS」 
https://publications.iarc.fr/Book-And-Report-Series/Iarc-Monographs-On-The-Identification-Of-
Carcinogenic-Hazards-To-Humans/Re-evaluation-Of-Some-Organic-Chemicals-Hydrazine-And-Hydrogen-
Peroxide-Part-1-Part-2-Part-3--1999 

4）NITE 統合版 政府による GHS 分類結果 
https://www.chem-info.nite.go.jp/chem/ghs/m-nite-78-79-5.html 

5）環境省「化学物質の生態影響試験（藻類、甲殻類、魚類）結果一覧」（2024 年 3 月版） 
https://www.env.go.jp/chemi/sesaku/seitai.html 

6）環境省「化学物質の環境リスク初期評価第 1 巻」（2002 年公表） 
https://www.env.go.jp/chemi/report/h14-05/chap01/03/05.pdf 

7）（株）化学工業日報社『17524 の化学商品』（2024 年 1 月発行） 

引火性液体 生殖細胞 
変異原性 
発がん性 
特定標的 
臓器毒性 
（反復暴露） 
誤えん有害性 

特定標的 
臓器毒性 
（単回暴露） 

水生環境 
有害性 
長期（慢性） 
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■ 性状・用途に関する参考文献 

・（独）製品評価技術基盤機構・（財）化学物質評価研究機構「化学物質の初期リスク評価書 Ver.1.0」
（（独）新エネルギー・産業技術総合開発機構 委託事業、2005 年公表） 
https://www.chem-
info.nite.go.jp/chem/chrip/chrip_search/dt/pdf/CI_02_001/risk/pdf_hyoukasyo/028riskdoc.pdf 

・環境省「化学物質の環境リスク初期評価第 1 巻」（2002 年公表） 
https://www.env.go.jp/chemi/report/h14-05/chap01/03/05.pdf 

・ヤスハラケミカル㈱「自然からの贈り物、天然のケミカル原料」 
https://www.yschem.co.jp/terpene/index.html 

・岐阜県森林科学研究所「フィトンチッドと森林浴について」 
https://www.forest.rd.pref.gifu.lg.jp/rd/rinsan/9811gr.html 

・（株）クラレ「製品はじめて物語（イソプレン）」 
https://www.kuraray.co.jp/company/history/story/isoprene 

・日本ゼオン（株）「合成ゴム事業 製品リスト」 
http://www.zeon.co.jp/business/enterprise/rubber/ 

改訂履歴 

版数 発行日 改訂内容 

第 1 版 2012 年 初版発行 

第 2 版 2025 年 3 月 14 日 2021 化管法政令改正時選定根拠情報への更新、リスク評価

情報、環境データの更新等 
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